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国際ロータリー第2660地区 ガバナー 泉　博朗

　本年度の地区方針は「ひとりひとりの輝き
であなたの地域を輝かそう」でありますが、サ
ブタイトルとして「親睦は石垣、奉仕は城」そ
してめざすは「楽しいロータリー、待ち遠しいロ
ータリー、わくわくするロータリー」といたして
おります。親睦を基礎にすることにより、様々
な奉仕活動がスムーズに行われるのではない
でしょうか。
　各クラブでは会員の減少により、活力が減
少している傾向にあります。クラブ内の親睦
から、他クラブを交えた親睦に目を向けること
によって、活力を取り戻していただきたい。
　また、クラブ間で交流することによって活力
を感じていただきたいとの思いがございます。
　親睦の第一は、交わることです。お互いに
顔を会わせることです。そのような主旨で、
本年度は様 な々行事を行いました。
　まずは、若手ロータリアンの会を３回実施い
たしました。地区全体で集うことにより、ロー

タリアンとしての結束を高めたと思っておりま
す。
　また、親睦を高めるために、同好会も有効
な手段であります。野球同好会は全国的な
運営をしていて、毎年、甲子園球場を目指して
他クラブと競い合っています。
　今年度、地区大会の後で、フェスティバル
ホールを貸切りまして、音楽同好会を実施い
たし、９クラブのコーラス、軽音楽等が集い楽
しみました。その時には、大阪アーバンロータ
リークラブの方々がお手伝いをしていただき、
ロータリーの親睦と友情を発揮していただきま
した。あらためてお礼申し上げます。
　また、５月５日には「ロータリーフェスティバ
ル」を実施し、約93０名のパレード、友愛の広
場、献血、コンサートなど、ロータリアンのみな
らず、そのご家族、ローターアクト、インターア
クト、米山奨学生などの多くの方々が集い楽し
みました。

（大阪帝塚山ＲＣ）

親睦活動月間に際して
親睦は石垣、奉仕は城
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　本年度で解散を予定している大阪南西RCを除く
81クラブの会長予定者、17名のパストガバナー・
ガバナー・ガバナー予定者、ガバナー補佐エレクト・
ノミニーをはじめ16委員会出向者総勢約260名が
集まり、3月7日㈯大阪国際会議場にて、2015－16
年度のためのPETS・地区チーム研修セミナーが開
催されました。
　2015－16年度国際ロータリー会長のラビンドラン
氏は「世界のプレゼントになろう ～Be a gift to the 
world」をRIテーマに掲げ、「変化をもたらしたいな
ら、自分の存在の証をロータリーに残すのでなく、ロ
ータリーの存在を世界に残すためにこの1年を捧げ
てください」と説かれています。
　ポリオ撲滅、職業分類というロータリーの独自性を
ベースとしたクラブ中長期の戦略計画策定、ロータ
リー財団への寄付とその寄付を活用した奉仕活動
が具体的なRI重点活動で、それを受けて立野ガバ
ナーエレクトは「変革を！ ロータリーを通じて奉仕（プ
レゼント）を！」を地区方針に定め、①ポリオ撲滅 ②会
員増強 ③ロータリー財団 ④戦略計画委員会 ⑤地
区改革 ⑥人材育成 ⑦ITの活用、を地区重点活動

に掲げました。限られた時間でしたが、RIテーマ・
地区方針は出席者に十分理解頂けたと感じます。
　その後、研修委員会が「心と実践」をはじめとする
研修ツール説明、危機管理委員会がハラスメント対
応、戦略計画委員会からクラブ戦略計画策定のプレ
ゼンテーション、災害支援委員会から任意募金の積
極的運用が報告され、単年度黒字を目指した次年
度予算と年間主要行事説明が成されました。異論
もなく、これらの重点報告は支持・承認されました。
　クラブ会長予定者によるPETSは、大谷研修サブ
リーダーによる講演「クラブ会長としての基礎知識」
を行い、ガバナー補佐エレクトが議長となって「IM別
意見交換」でIM内情報共有を行い、会員数が同規
模のクラブによる「規模別意見交換」で戦略計画を
どのように取り組むかといった意見交換を行って頂き
ました。
　地区チーム研修セミナーは、委員会内協議、関連
する委員会によるグループ別協議、その間に初出向
者を対象として井上研修リーダーによる講演「出向
者としての心得」を頂き、最後に全体会議を行い、
予定したプログラムを全て執り行い終了しました。

PETS・地区チーム研修セミナー 報告

次年度地区代表幹事 樋口信治
 （大阪ＲＣ）
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　５月５日、中央公会堂においてロータリーフェスティ
バルが開催されました。オープニングを飾ったのは
「ロータリー愛のパレード」です。五月晴れのもと、９
時より約９３０名が揃いのポロシャツを着用し、鼓笛
隊を先頭に泉ガバナーはじめ地区幹部が“危険ドラ
ッグ撲滅”の横断幕を掲げ、クラブ毎にクラブ旗、風
船やのぼりを持ち、市役所前より中央公会堂まで整
然かつ堂々の行進を行い、地区の歴史に新たな１ペ
ージを刻みました。
　屋外ステージでの開会式に続き、中央公会堂一
階のメインホールでは、３つのメインイベントが開催さ
れました。ロータリーから子供たちへの愛のプレゼン
ト「キッズダンスフェスティバル」は子供たちの笑顔で
溢れ、薬物から若者を守るための「危険ドラッグ撲滅
サミット」は真剣なまなざしと熱気に包まれ、「チャリテ
ィーコンサート」は心に沁みるバイオリンの音色と歌
声に満ち、それぞれ出席者の皆様に有意義なひと時
を過して頂きました。
　また、各階の会議室では、ロータリーファミリーが
学ぶ場として、台湾３５２０地区からゲストスピーカー
として林華明ガバナーエレクト、陳思明様をお招き
し、井上パストガバナー、立野ガバナーエレクトにも
ご参加頂いた国際フォーラム「ロータリーの明日を考
える」や、関西大学の河田先生を迎えての防災フォ
ーラム「南海地震に備える」、大阪市立大学の井上
先生によるメンタルヘルスフォーラム「ストレスチェッ
ク制度を考える」等趣向を凝らした各種フォーラムや
セミナー、催しが開催され、新たな知見、情報を得る
場として多くのロータリアンにご参加頂きました。
　３階中央の集会室は、ロータリーファミリーの心の
絆を深めるための親睦の場「友愛の広場」として解
放され、ロータリーカフェ、お茶席での懇親、ミニステ
ージでの演奏鑑賞で和やかなひと時を楽しんで頂
き、また、東日本大震災復興支援として岩手県２５２０
地区の皆様による東北物販店が開催され、多くの皆
様に温かいご協力を頂きました。隣接する特別貴賓
室は、９クラブに移動例会場として利用して頂き、ま

た多くの皆様にも気品あふれる贅沢な雰囲気を楽し
んで頂きました。
　屋外では、５月３日～５日開催の中之島まつりに協
賛して、ロータリープラザと銘打った屋外テントブー
スを設置し、ローターアクトの皆さんが来場者に多彩
な活動を紹介し、インターアクトの皆さんは清掃活動
や献血の呼びかけを行い、３日間ロータリーの公共イ
メージの向上に大いに貢献して頂きました。ロータリ
ーファミリーの結束を強め、新たな総合力を発揮する
機会として大変意義深いものであったと思います。
　また、４月２５日に発生したネパール大震災の被災
者支援のため、ネパールからの米山奨学生を中心と
して募金活動を行い、多くの皆様から多額の義援金
を頂き、地区として絶好の支援活動の機会となりま
した。ロータリーフェスティバルは、ＮＨＫニュース、Ｍ
ＢＳニュース、産経新聞等にも取り上げられ、メディア
を通した間接的な公共イメージと認知度の向上に貢
献することが出来ました。
　今回のロータリーフェスティバルを無事、成功裏に
終えることが出来ましたのは、連休中にも拘わらず早
朝よりご参加頂きました多くの皆様、また準備ならび
に当日運営に献身的なご協力を頂きました皆様のお
陰と感謝しております。ご支援頂きました全てのクラ
ブ、ロータリーファミリーの皆様の溢れるロータリー精
神にこの場をお借りして衷心より御礼を申し上げま
す。また、手作りゆえに、当日不手際や行き届かない
点も多く、ご参加の皆様にご不便をおかけした事も
多々あったかと思いますが、ロータリーの友情に免じ
て、お許し頂きますようお願いいたします。
　ロータリーフェスティバルの理念はロータリー活動
の理念そのものでありました。すなわち、ロータリー
精神を発露し地域に奉仕すること、ロータリアン一人
一人が自らを磨き高めること、ロータリアン同士が心
の絆を深め、連帯をより強固なものにすることであり
ます。ロータリーフェスティバルの精神が是非皆様
の心に引き継がれ、さらに大きく花開くことを切に願
うものであります。

ロータリーフェスティバル実行委員会  委員長 近藤雅臣
（千里ＲＣ）

ロータリーフェスティバル 報告
中之島を吹きぬけた風
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　最後に、危険ドラッグ撲滅サミット終了後に行われ
た閉会式で、ロータリーフェスティバルの総括として
泉ガバナーより発表されました大会宣言をご紹介い
たします。

＜ロータリーフェスティバル大会宣言＞
　私達は本日、２０１５年５月５日、大阪中の島に集い、
国際ロータリー第２６６０地区ロータリーデーとしてロ
ータリーフェスティバルを開催いたしました。ロータリ
ーフェスティバルの閉会に当たり、その理念に鑑み、
２６６０地区全てのロータリアンの志の証としてここに
大会宣言を発表いたします。
　１）４月２５日に発生したネパールの巨大地震で犠
牲となった方々に深甚なる哀悼の意を捧げ、負傷者
の皆様に心よりのお見舞いを申し上げます。また、
愛する家族を失い、家を失い、悲しみと絶望の中に
ある多くの被災者の方々に心よりの慰めと励ましを
送ります。世界の、日本の、そして２６６０地区全ての
ロータリアンの心は常に皆様と共にあります。私達
は皆様の絶望と悲しみが癒える日が来るまで皆様に
寄り添い共に歩みます。本日ご来場の多くの皆様か
ら頂きました義援金はすみやかに現地に届け有効に
活用させて頂きます。
　２）若者は我々の未来を託す宝物です。若者の育
成を助け、その成長を支えるのは私達ロータリアン
の永遠の使命です。私達は、若者が健やかに育ち、
安心して過ごせるより良い社会の実現に引き続き取
り組みます。危険ドラッグ等の薬物汚染から若者を
守るため、家庭、学校、社会が一丸となった新たな
活動の重要性を認識し、心を同じくする人たちと共

に立ち上がります。
　３）ロータリーフェスティバルを通して、多くの皆様
からチャリティーとしてたくさんの愛と善意の志を頂
戴いたしました。若者を危険ドラッグ等の薬物汚染
から守るため、薬物汚染防止教育の推進、官民挙げ
た新たな仕組みの構築等、危険ドラッグ撲滅のため
に有効に活用させて頂きます。具体的な使途、金額
等詳細は日を改めまして皆様にご報告いたします。
　４）ロータリーフェスティバルは、一つのクラブでは
達成出来ない夢を多くのクラブが力を合わせて実現
するという、新しいロータリー像にチャレンジする場で
もありました。私達は、ロータリーの原点に立ち返り、
守るべきは守り、変えるべきは変える勇気と柔軟性
を持ち、既存の枠組みを超え、ロータリーファミリー
の総合力を有効に活用し、時代に即したロータリー
活動を通してより良い社会の実現に貢献いたします。
　５）ロータリーの活動は「入りて学び、出でて奉仕」
であります。私達は、より高きをめざし、謙虚に学び、
自らを磨き、思いやり、感謝、足るを知る心、高い志
と高潔性を持つロータリアンを目指します。また、同
じ時代に生きる仲間たちと友情と信頼を育み、強い
絆で結ばれた連帯により、より大きな力を発揮する活
力溢れるクラブづくりを目指します。
　６）私達は弱き人々、貧しき人々、困っている人 を々
支援し、人々の悲しみと苦しみを和らげるために活動
を続けます。より多くの皆様にロータリーを知って頂
き、私達の隊列に加わって頂きたいと思います。本
日、私達はここに集い、ロータリアンとしての新たな自
信と誇りを胸に、決意を新たに歩み続けます。
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　去る、平成２７年４月４日㈯、第１組のインターシテ
ィミーティングが豊中市立千里体育館で開催されま
した。
　今年度のホストクラブは、箕面千里中央ロータリ
ークラブです。『ライトアップ元気～元気があれば何
でも出来る～』をテーマに第１部、第２部の２部構成
でロータリアンと地域の人々合計で約３５０名の方々
にご参加いただき大いに盛り上がりました。
　第１部は、元阪神タイガースの金本知憲氏をお迎
えし「虎のアニキ『世界の鉄人』に聞く」と題し、トー
クショウを行いました。
　MBS毎日放送アナウンサーの馬野雅行氏との掛
け合いで、今年の阪神タイガースの行方やプロ野球
界の裏話など、金本氏ならではの楽しいお話を聞か
せていただきました。また、トークショウの前には地
域の少年野球チームやソフトボールチームの子供た
ちとの記念撮影にも快く応じて下さり、金本氏がみな
さんから「アニキ」と慕われる一面も垣間見ることが

できました。
　第２部は、参加者全員でミニ運動会を行いました。
　金本氏の始球式のあと、４チームに分かれストラッ
クアウト・大玉送り・玉入れ・綱引きの４つの競技
を行い、多くのロータリアンが童心に返り汗を流して
いました。
　表彰式では優勝チームに金本氏のサイン入り色
紙やサイン入り書籍を、さらに抽選で始球式で使用
したグローブやバット、ボールにサインをしていただき
プレゼントさせていただきました。最後に箕面自由学
園高等学校チアリーダー部『ゴールデンベアーズ』
のすばらしいチアリーディングの演技で第２部を終了
致しました。
　運動会ということで怪我などの心配もしておりまし
たが、無事に閉会することができました。
　今回は、地域の皆さんと一体型のIMを目指し従
来のIMとはまた違った方向を示せたのではないかと
思っております。

第１組 インターシティ･ミーティング 報告

ＩＭ実行委員会  委員長 佐伯正人
（箕面千里中央ＲＣ）

箕面千里中央RC 会長 増田　俊



GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  2014−2015  vol.12

6

　IM第８組 第１回合同例会を、５月１４日㈭18:00より、IM
第８組の各クラブがホテルニーユオオタニで一堂に会して
開催致しました。
　当週の、例会変更をして９クラブ２４3名が参加、各クラブ
の出席率平均が80%になり、当日のプログラムも大盛況の
中で、合同例会が出来ましたことに皆様の熱い思いを感じ、
心より感謝申し上げます。
　今年度はIM第８組より、泉ガバナーを輩出しております、
私達に取りましても喜ばしい年度であります。泉ガバナー
にはご講演をお願い致しました。
　又、地区からの役員の方々や、当日、例会見学に入会希
望者の方も参加して頂だいております。席上で拝見してお
りますと、各クラブへは何度も訪問しており、お顔なじみの
方々ばかりで、自クラブでの例会のようなホットな気持ちで
した。
　私達のIM第８組には、八輪会という会長、幹事会があり
ます。私、2004－2005年度、ガバナー補佐を拝命した折、
当８組にはIMの前に一度会長、幹事会があるのみでした。
今後の活動のことを鑑み、当時の新旧会長、幹事の方 に々
お集まり頂き意見交換を致しました。その結果、共に研鑽
しながら、ロータリー活動をしていくには、８組の各クラブが
親睦を深め協力し、有意義な活動をして行こうと言う事に
なり、８組が輪になる会「八輪会」と全員一致で命名致しま
した。
　早速発足致しましたその年度、大阪湾の埋立地、府民
の森に八輪会として初めて各クラブが協力して参加し、松
の苗木７５０本を植樹しております。八輪会は、年間に４回
開催し、クラブの活動報告や、奉仕活動の在り方等の課題
や、地区からの情報や、報告事項などを共有し各クラブに
持ち帰って頂いております。
　なぜ、八輪会のお話をしているのかと申しますと、今回の
合同例会は八輪会からの、ボトムアップだからであります。
昨年9月第1回八輪会を開催しました。会長、幹事の方々
の意見交換で「今年度八輪会を通じて知りあつた仲間とし
て、一致協力して何か形ある活動の実施を」との話になり
ました。大和川クリーン作戦や、地域の奉仕活動など、活
発なご提案もありましたがどれもが、日程的な制約があり8

組が協力して「合同例会をやろうと」全員一致で決定し、準
備委員会を設置して、合同例会への幾つかの課題を、クリ
アしこの日を迎えました。
　ロータリーは、同じ場所で、同じ曜日、同じ時間、同じメン
バーで開催しておりますが、今回各クラブの皆様と一堂に
会して、楽しい例会の時間になればと各テーブルには、テー
ブルマスターの方々がおられ一層の親睦を図って、有意義
な実り多い合同例会になればと願い、企画をした次第です。
　今回の合同例会は今年度だけではなく、次年度ガバナ
ー補佐エレクト、次々年度カバナー補佐ノミニーも、継続す
ることを約束して頂いております。今年以後の八輪会恒例
の行事のために、今回が魁になればと考えております。
　20世紀の初頭、1905年シカゴで産声を上げてよりロー
タリーも今年で110年になります。ポールハリスの著書の
中に「私達は変化する世界と共に変わっていく心がけが必
要である。ロータリー物語は書き直して行かなければなら
ない」との言葉を残しておられます。以来、多くの先人のロ
ータリアンの方々が、時代の変遷と共に、対応され現在に
至っております。
　今回のようなIM単位での合同例会は、国際ロータリー
第2660地区では初めてであります。日本ロータリーに問い
合わせしたところ、今回のような合同例会は存じないとの
お話でした。もしや、日本で初めてと言う事は、もしかして
世界で初めての合同例会かも知れません。IM第8組9ク
ラブの皆様と共に、110年のロータリー物語の中に新しい１
ページを書き加えたことになるかも・・・
　この歴史の一コマをご出席されたロータリアンの方 と々
共に、享受出来ましたことに心より感謝したいと存じます。

IM第８組 ガバナー補佐 川上善司
（大阪平野ＲＣ）

IM第８組
第１回 合同例会 報告
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　2015年3月28日㈯10:00～12:30 薬業年金会
館３階において、第２回クラブ社会奉仕委員長会議
を開催しました。
　本年度２回目のクラブ社会奉仕委員長会議は本
年度、次年度の各クラブの社会奉仕委員長にご参
加いただき、地域的社会奉仕における情報をお伝え
することを主たる目的とし、各方面の団体の方 に々ご
講演を頂き、クラブの活動のヒントや参考にしていた
だきたく、以下の3つの講演と1つの報告をさせてい
ただきました。

⑴ 大阪湾再生に向けた取り組みについて
～多様な主体との連携・協働～

国土交通省 近畿地方整備局企画部
技術企画官　藤原敏晴様

　地区委員会が昨年度から環境活動のなかで水環
境という視点に立って取り組み始めたテーマで、第1
回に続き、第2回クラブ社会奉仕委員長会議でも「大
阪湾再生に向けた取り組みについて」ご講演頂きま
した。 『森・川・海のネットワークを通じて、美しく親し
みやすい豊かな「魚庭（なにわ）の海」を回復し、市
民が誇りうる「大阪湾」を創出する』を目的とした大
阪湾再生行動計画は第二期（平成26年度から平成
35年度の10年間）の取り組み体制として多様な主
体との連携・協働を推進していくことを目指していま
す。雨天中止となった3月1日㈰の「大和川・石川
クリーン作戦」河川の清掃活動もこの取り組みのひ
とつでした。次年度地区社会奉仕員会もこのテーマ
における情報の提供を継続する予定です。
●大阪湾再生推進会議
　http://www.kkr.mlit.go.jp/plan/suishin/　
　また、卓話を希望されるクラブはガバナー事務所
まで問い合わせください。

⑵ ロータリーフェスティバルの社会奉仕活動につ
いて
ロータリーフェスティバル実行委員会　五味千秋様
　5月5日㈫開催予定のロータリーフェスティバルの
内容、ビジョン、目指すもの、そしてプログラム構成に
ついてはじめに説明がありました。そしてロータリー
フェスティバルにおける社会奉仕関連事業であるふ
たつのプログラムのひとつ「危険ドラッグ撲滅サミッ

ト」の説明としてNHKのTV録画を観ていただき、地
区社会奉仕委員会が現在まで永年にわたり大阪府
健康医療部薬務課の協力のもと、薬物乱用防止状
況に目を向け、大阪府「ダメ。ゼッタイ」普及運動に
多くのクラブが参画したことをもってこのプログラム
における意義と協力のお願いがありました。もうひと
つの「社会奉仕フォーラム」については関西大学の
河田先生をお迎えし、東南海地震に備え、発生後の
対応の視点、ロータリーアン個人として、クラブとし
ての心構え、行動などを学ぶ場としたく考えていると
説明されました。

⑶ 地区活動報告
年2回実施の「ロータリーファミリーによる地区献
血」

地区社会奉仕委員会　小林知義様
　ロータリーファミリーによる第2回地区献血を2月
15日㈰に行いました。本年度2回、地区ローターア
クト委員会、ローターアクトのみなさん、地区インター
アクト委員会、インターアクトの高校生とともにロータ
リーファミリーにより2回、合計8か所で400ｍｌの献血
者数500名を目標とし実施しました。その第2回の
地区献血の様子と2回を終了し目標を達成した報告
を地区社会奉仕委員会小林 知義委員から活動状
況の写真を見ながら報告がありました。

⑷ 児童虐待について
一般財団法人児童虐待防止機構　島田妙子様

　虐待を受けている疑いがあるとして全国の警察が
昨年、児童相談所に通告した18歳未満の子どもが
過去最多を更新し、傷害などの容疑で立件された事
件の被害者となった子どもの数が過去最多となりま
した。社会的関心の高まりで通報が増え積極的な
事件化を目指す方針が影響したと思われます。地
区委員会が年度開始当初から「児童虐待」について
講演をしていただきたく計画してきたテーマで、両親
から受けた虐待の実体験をもとにお話しをしていた
だいた。私たちが虐待防止にむけた活動としてでき
ることは何か？虐待が起きる前にできる活動を考えて
いただきたく講演をいただきました。

　最後に立野 純三ガバナーエレクトより、総括とし

社会奉仕委員会 委員長 脇　隆俊
 （大阪御堂筋本町ＲＣ）

第2回 クラブ社会奉仕委員長会議 報告
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て各講演とロータリーの関わりについて、また各クラ
ブの社会奉仕活動の重要性を説明頂き、閉会挨拶
としての中山正隆次年度地区社会奉仕委員長予定
者から次年度の行事参加依頼と挨拶をもって第2回
クラブ社会奉仕委員長会議を終了しました。

　地区委員会として各クラブの社会奉仕活動がより
効果的に、また充実したものになるように努力してま
いります。
　引き続き、各クラブのご理解とご協力をよろしくお
願い申し上げます。
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ロータリー財団委員会 委員長 溝畑正信

　ロータリー財団の新補助金制度（未来の夢）は
2013－14年度から全世界で導入されました。
　当2660地区におきましては、グローバル補助金で
は、初年度の2013－14年度において申請・承認さ
れたものは、奨学金で3件（疾病予防と治療、平和と
紛争予防・紛争解決、基本的教育と識字率向上の
各1件）、人道的分野では、代表提唱で7件（疾病予
防と治療1件、疾病予防と治療・経済と地域社会
の発展1件、母子の健康1件、基本的教育と識字率
向上2件、水と衛生2件）、共同提唱で3件（経済と
地域社会の発展1件、疾病予防と治療・経済と地
域社会の発展1件、疾病予防と治療・水と衛生・
経済と地域社会の発展1件）の合計13件の承認で
した。これは、日本で最多の実績でした。
　2014－15年度において申請・承認されたものは、
2015年5月15日現在で、奨学金で1件（疾病予防と
治療）、人道的分野で代表提唱4件（基本的教育と
識字率向上2件、疾病予防と治療1件、水と衛生1
件）、共同提唱2件（疾病予防と治療2件）の合計7
件で、あと数件承認となる可能性があります。
　地区補助金では、初年度の2013－14年度では、
総額$186,735、クラブ申請・承認44件 ＋　臨時
費をフィリピンD3860への災害義援金、２年目の
2014－15年度は、総額$142,409、クラブ申請・承
認37件＋臨時費を東北の被災地に災害支援、３年
目の2015－16年度は、総額$183,333、クラブ申
請・承認（および承認予定）36件と、他地区と比べ
ても大変活発です。

【次年度RRFCからのお知らせ】
　2015年3月31日㈫に「会員基盤向上セミナー 第
2日目（ロータリー財団を活用した奉仕活動の更なる
実践）」を、ホテルオークラ東京別館 アスコットホー
ル（地下2階）にて開催いたしました。 
　同セミナーは、次年度竹腰RRFCをはじめ第2ゾ
ーンの皆様方が中心に企画・準備いただきました。
内容の濃いものでしたが、それ以外のロータリー財
団の方針や重要事項は、“財団室ＮＥＷＳ”や“My 
Rotary”等に掲示されていますので御覧下さい。 
　又各地区での会合の際、要請があれば担当者が

出向し詳細説明させてもらうことも可能です。いず
れにしても、チームジャパンが一体となって、すばらし
い“成果”を上げるため御協力をお願いします。 
　なお、6 月30 日に予定されていたセミナーは、諸
般の事情で中止となりました。 （第3ゾーン 村上有司）
　この件に関しましては、ガバナー月信5月号に報告
致しましたが、次年度私は、第3ゾーンARRFC（ロー
タリー財団地域コーディネーター補佐）を務めます。
よろしくお願いいたします。

日本の2015－16年度の寄付目標 
◆ 年次基金 ・ １人当たり150ドル

（日本全体 約1,350万ドル） 
 ・全てのクラブが寄付をし、寄付ゼロクラブをなくす 
 ・ポール・ハリス・ソサエティを推進する 
◆ ポリオプラス基金 ・ １人当たり30ドル

（日本全体 約270万ドル） 
◆ 恒久基金 ・ １人当たり30ドル

（日本全体 約270万ドル） 
◆ 大口寄付 ・ １ゾーン当たり25口相当

（日本全体 約75万ドル） 
◆ 地区DDFの寄贈 ・ DDFの20％をポリオプラス
　基金へ寄贈する 
 ・ロータリー平和センター（恒久基金）へ寄贈する

【ポリオ症例数】
　2015年5月12日現在のポリオ症例数です。

（東大阪東ＲＣ）

ロータリー財団情報

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア
ポリオ常在国以外
エクアトリアル・ギニア
イラク
エチオピア
カメルーン
ソマリア
シリア
世界合計

2015年1月1日～5月12日
1
22
0

0
0
0
0
0
0
23

2014年
28
306
6

5
2
1
5
5
1
359
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　今年度も後わずかとなりました。今一番大事なの
は、会員の退会防止です。例年年度末の６月にたく
さんの退会者がおられます。クラブをあげて退会防
止に取り組んでください。
　さて、去る４月１８日㈯に次年度のための第３ゾー
ンリーダー会議を福岡で開催し、2015年7月11日㈯
に福岡にて第3ゾーンロータリー戦略計画推進セミ
ナーを開催することが話し合われました。
　次年度からは、ロータリーコーディネーターとロー
タリー公共イメージコーディネーター、ロータリー財
団地域コーディネーターの共催で開催されます。今
回初めて三つのコーディネーターが共催することに

なり、ロータリー戦略計画の三つのテーマ「クラブの
サポートと強化」、「人道的奉仕の重点化と増加」、
「公共イメージと認知度の向上」が揃って学び話し
合える機会となりました。クラブがクラブのための戦
略計画を立案し推進していき、それを基にガバナー
と地区の戦略委員会が地区の戦略計画を立案推進
していただくことが大切だと思います。
　永年の会員減少の中に、やっと歯止めがかかり会
員増加の兆しが見えてきた中、クラブがしっかりと、
クラブの未来像を見据えて戦略計画をたて推進して
いくことが、各々のロータリークラブの基盤を確たる
ものにすることだと思います。

コーディネーターニュース
会員の退会防止とゾーンの戦略計画

　公共イメージ向上はここ数年益々強調されている
戦略計画優先項目の一つです。
　ラビンドランRI会長エレクトは以下に対する取り組
みをクラブに強く奨励されています。

１）地元メディアによる報道の推進
　メディア報道を担当する会員を指名しクラブの活
動等を取材してもらうよう働きかける。
２）「ボイスとビジュアルアイデンティティのガイド」
の導入促進
　RIウェブサイト内ブランドリソースセンターからダウ

ンロードできるこのガイ
ド（写真）を利用しクラ
ブのウェブサイトや出版
物に導入しロータリーク
ラブ・セントラルへ報告する。
３）デジタル媒体やソーシャルメディアの活用推進
　これらは次年度RI会長賞の受賞条件にも含まれ
ており、各クラブで積極的に取り組んで下さい。
　地区広報委員会そしてコーディネーターが皆様方
のサポートを喜んでさせて頂きます。ご理解の程、
何卒宜しくお願い申し上げます。

クラブで取り組む公共イメージ向上
次年度に向けた目標

RI 第３ゾーン ロータリーコーディネーター 安満良明
 （加治木ＲＣ）

RI 第３ゾーン ロータリーコーディネーター 岩永信昭
 （長崎北東ＲＣ）
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米山奨学委員会／ロータリー財団

地区米山奨学委員会より
2015年 ３月末 全国寄付金合計額

第2660地区寄付金合計額
（前年度比4,890万円増）
（前年度比7.92％増）

1,175,911,531円
75,873,150円

全国寄付合計トップ10 1.
2.
3.
4.
5.

6.
7.
8.
9.
10.

第2770地区
第2580地区
第2690地区
第2820地区
第2780地区

60,054,417円
49,145,132円
48,491,786円
42,169,500円
42,073,500円

第2650地区
第2660地区
第2750地区
第2760地区
第2590地区

83,701,974円
75,873,150円
70,682,540円
63,924,570円
61,581,940円

米山功労者　次の方たちに米山功労者の称号が贈られました（2015年３月）。
氏　名

清川　 忠義
小室　 　智
林　　 修一
西宮　 宣之
井上 　雅晴
小切間 俊司
盛田　 三五
小南　 賢二
谷口　　 浩
金子　 勝信

米山功労クラブ　次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました（2015年３月）。
回数
56回目

クラブ名
吹田ＲＣ

回数
44回目

クラブ名
大阪城東ＲＣ

回数
81回目

クラブ名
大阪帝塚山ＲＣ

回数回数 クラブ名氏　名 回数 クラブ名
1回目
1回目
1回目
1回目
2回目
2回目
4回目
2回目
2回目
1回目

大阪帝塚山RC
大阪帝塚山RC
大阪東RC
大阪東RC
大阪東
大阪東RC
大阪東RC
大阪平野RC
池田くれはRC
東大阪中央RC

1回目
1回目
2回目
3回目
6回目
6回目
7回目
1回目
2回目
3回目

岡本　 幸治
大砂　 裕幸
疋田　 陽造
宮脇　 一彦
足立　 善信
紙谷　 正行
光吉　 　聖
味木　　 浩
大道　 力也
中村　 不二

吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
吹田RC
大阪城東RC
大阪城東RC
大阪大手前RC
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ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈られました（2015年3月）。

クラブ名氏　名
大東ＲＣ
新大阪ＲＣ

中嶋 　啓文
久富 　義郎

クラブ名氏　名
大阪帝塚山ＲＣ
大阪城東ＲＣ

東 　　光宏
味木　 　浩

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル・ポール・ハリス・フェローです（2015年3月）。

回数 クラブ名
１回目
２回目
１回目
２回目
１回目
２回目

氏　名
松本 　圭右
吉田　 正則
生尾　 雅美
栗原　 　大
藤谷　 和憲
佐藤 三千秋

氏　名
小島　 康秀
藤田 誠一郎
岡野　 文雄
片上　 淑子
市川　 寛城

新大阪ＲＣ
新大阪ＲＣ
新大阪ＲＣ

大阪フレンドＲＣ
豊中千里ＲＣ
東大阪中央ＲＣ

回数 クラブ名
１回目
３回目
３回目
２回目
１回目

大阪帝塚山ＲＣ
大阪帝塚山ＲＣ
大阪帝塚山ＲＣ
大阪帝塚山ＲＣ
大阪梅田東ＲＣ

ベネファクター
次の方にベネファクターの称号が贈られました（2015年3月）。

クラブ名氏　名
大阪鶴見ＲＣ中村　浩一
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大阪中央
大阪堂島
大阪北
大阪北梅田
大阪西
大阪大淀
大阪リバーサイド
大阪西北
大阪そねざき
大阪梅田
大阪梅田東
大阪ユニバーサルシティ
小計
大阪
大阪東
大阪東淀ちゃやまち
大阪城東
大阪中之島
大阪大手前
大阪城北
大阪天満橋
大阪鶴見
大阪淀川
新大阪
小計
大阪フレンド
大阪御堂筋本町
大阪南
大阪難波
大阪なにわ
大阪南西
大阪西南
大阪船場
大阪心斎橋
大阪うつぼ
小計
大阪平野
大阪イブニング
大阪城南
大阪咲洲
大阪天王寺
大阪帝塚山
大阪東南
大阪アーバン
大阪みおつくし
小計

4
3
4
4
4
5
4
3
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
3
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4

7
-5
2
7
8
-1
-2
1
0
7
2
-1
25
7
9
0
4
4
2
8
0
4
3
-1
40
0
0
14
-2
1
0
4
0
0
2
19
7
1
0
0
4
-2
-3
5
-5
7

0
5
9
2
2
2
2
1
3
1
2
1
30
15
3
1
1
1
1
0
2
0
0
1
25
1
3
3
2
1
0
3
0
2
0
15
0
0
2
1
0
4
4
0
6
17

7
0
11
9
10
1
0
2
3
8
4
0
55
22
12
1
5
5
3
8
2
4
3
0
65
1
3
17
0
2
0
7
0
2
2
34
7
1
2
1
4
2
1
5
1
24

53
26
190
57
83
37
33
50
42
27
36
34
668
268
128
29
46
31
36
51
62
34
31
32
748
26
57
166
51
25
14
100
40
38
35
552
38
13
50
17
59
49
45
31
25
327

7
2
0
5
0
0
6
0
24
2
0
5
51
3
0
3
5
1
5
3
0
3
4
1
28
3
2
0
0
3
3
23
2
0
3
39
3
2
0
1
0
4
0
7
15
32

46
31
188
50
75
38
35
49
42
20
34
35
643
261
119
29
42
27
34
43
62
30
28
33
708
26
57
152
53
24
14
96
40
38
33
533
31
12
50
17
55
51
48
26
30
320

75.982 87.11121522643691 2543579

クラブ名 増減月末会員７月期初
会員数 平均出席率 ホームクラブ

平均出席率
女性
会員

組
Ｍ
Ｉ

組
５
第
Ｍ
Ｉ

組
６
第
Ｍ
Ｉ

組
７
第
Ｍ
Ｉ

組
８
第
Ｍ
Ｉ

クラブ名 出席率
４月末会員数
全員 女性

７月期初
会員数

ホームクラブ
出席率

入会者
数累計

退会者
数累計

例会
数増減

59.07
84.09
47.15
95.31
63.61
79.44
85.05
73.39
75.38
63.58
82.92
76.96
84.88
85.65
91.80
84.80
89.95
83.24
86.33
82.50
82.33
84.15
62.04
79.70
82.50
84.65
74.81
63.61
68.00
67.31
74.01
75.00
74.16
71.63
78.47
72.69
62.00
80.28
90.00
48.00
78.96
78.30
74.22
73.46

池田
池田くれは
箕面
箕面千里中央
豊中
豊中南
豊中千里
小計

千里
茨木西
茨木東
茨木

千里メイプル
摂津
吹田
吹田江坂
吹田西
高槻
高槻東
高槻西
小計
大東
大東中央
枚方
門真
交野
香里園
くずは
守口
守口イブニング
寝屋川
四條畷
小計
東大阪
東大阪中央
東大阪東
東大阪みどり
東大阪西
大阪柏原
大阪ネクスト
八尾
八尾中央
八尾東
小計

74.25
90.15
80.10
97.87
81.12
81.88
88.77
84.88
92.43
73.99
89.81
84.29
89.53
96.43
95.73
99.17
100.00
92.12
91.71
98.75
92.00
98.51
73.00
90.18
89.17
86.26
91.17
82.65
75.64
75.96
91.16
75.00
84.43
80.46
89.71
83.91
73.00
96.34
92.47
80.00
87.83
85.58
78.75
84.81

74.33
73.07
61.92
70.04
78.00
83.93
75.67
77.78
83.23
84.86
70.71
70.45
75.33
56.92
73.77
72.22
75.59
77.79
77.11
73.98
82.23
76.13
69.94
89.85
75.05
63.00
74.34
74.36
78.53
80.79
77.89
68.13
86.00
87.15
79.78
77.00
86.45
75.00
89.49
76.47
78.39
78.85
69.01
84.67
52.00
76.70

86.06
82.05
73.82
80.18
84.26
92.86
87.82
87.04
93.17
88.86
88.57
84.10
85.73
76.80
92.75
80.50
82.01
90.13
94.17
87.01
88.21
84.80
85.48
91.41
86.66
82.00
87.42
84.11
91.96
85.79
79.97
91.59
94.50
97.30
89.55
88.42
97.16
94.23
98.84
92.64
88.95
87.15
95.56
91.12
65.00
90.07

4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

-1
8
0
1
0
-3
2
7
1
-3
0
-1
2
1
3
1
0
5
0
-1
8
3
1
2
0
1
2
2
0
-1
1
-8
3
2
-1
3
-2
0
-1
2
-2
0
2
3

3
1
2
0
1
3
3
13
1
3
0
1
0
3
3
2
1
2
0
1
17
1
1
3
1
1
1
3
2
1
0
8
22
2
2
1
3
1
1
0
3
0
0
13

2
9
2
1
1
0
5
20
2
0
0
0
2
4
6
3
1
7
0
0
25
4
2
5
1
2
3
5
2
0
1
0
25
4
1
4
1
1
0
2
1
0
2
16

35
36
28
24
43
24
37
227
27
38
27
35
23
34
63
33
47
50
38
20
435
42
28
45
31
34
18
51
41
26
44
4
364
75
26
63
25
31
30
20
57
16
27
370

2
3
4
0
3
2
3
17
3
4
6
0
3
1
10
2
2
6
2
0
39
0
11
0
5
2
1
0
3
4
5
0
31
0
0
5
1
0
2
8
0
0
1
17

36
28
28
23
43
27
35
220
26
41
27
36
21
33
60
32
47
45
38
21
427
39
27
43
31
33
16
49
41
27
43
12
361
73
27
60
27
31
31
18
59
16
25
367

組
Ｍ
Ｉ

組
１
第
Ｍ
Ｉ

組
２
第
Ｍ
Ｉ

組
３
第
Ｍ
Ｉ

組
４
第
Ｍ
Ｉ

クラブ名 出席率
４月末会員数
全員 女性

７月期初
会員数

ホームクラブ
出席率

入会者
数累計

退会者
数累計

例会
数増減

計
合

入会者
数累計

退会者
数累計

2015年 ４月度
会員数・出席報告
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文庫通信 （332号）
　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の
資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２3,000点を収集・整備し皆様のご利用に備
えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料に
ついてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでＰＤＦもご利用いただけ
ます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
以下資料のご紹介を致します。

ロータリー文庫

必読のロータリー情報

〒105－0011　東京都港区芝公園２－６－15　黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433－6456　FAX（03）3459－7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館 午前10時～午後５時　休館 土・日・祝祭日

■「信天翁（AHODORI）よちよち歩く」

■「ロータリーの初心をたずねて」

■「ロータリーにおける思考と行動」

■「おゝロータリアン（職業奉仕とは）」 

■「ロータリーの本」

■「ようこそロータリーへ・新装」

■「純粋ロータリー理論からみたロータリーの経営哲学」

■「ロータリーの森を歩く」

■「ロータリーの心と原点」

斉木亀治郎　姫路R.C.　1970　209p

小堀憲助　東京千種会　1971　54p

菅野多利雄　1972　128p

金沢北R.C.　1975　84p

森　光繁　今治R.C.　1971　126p

佐藤千壽　東京江北R.C.　2000　87p

小堀憲助　千種会　2009　79p 

佐古亮尊　大村北R.C.　2005　345p 

廣畑富雄　2014　171p

［上記申込先：ロータリー文庫］

［申込先：長崎新聞社出版室　FAX（095）848－4856］

［申込先：㈱エムケイスペース　FAX（092）737－9557］
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お知らせ

福 島 蓮二郎 会員（豊中千里ＲＣ）

2015年３月31日  逝去  （享年90歳）
会長、幹事
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

大 西 宏 史 会員（大阪北ＲＣ）

2015年３月13日  逝去  （享年72歳）
出席委員長、国際交流委員長、
広報・雑誌・文献委員長、職業奉仕担当理事、
地区幹事（ロータリーの友）、
ロータリーの友地区委員
米山功労者（マルチプル）
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

中 村 容 子 会員（大阪城東ＲＣ）

2015年４月17日  逝去  （享年87歳）
ロータリー財団委員長、
雑誌・クラブ会報委員長
米山功労者
ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター（大口寄付者）

羽 間 勝 昌 会員（吹田ＲＣ）

2015年４月８日  逝去  （享年88歳）
会長、理事、
ロータリー財団委員長
米山功労者（マルチプル）
ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター（大口寄付者）

山 口 雅 民 会員（大阪東南ＲＣ）

2015年４月19日  逝去  （享年72歳）
会長、
社会奉仕委員長、職業分類委員長
米山功労者（マルチプル）
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

敬  弔 謹んでご冥福をお祈り申し上げます

■事務所移転
大阪イブニングロータリークラブ
　〒545－0053 大阪市阿倍野区松崎町2－3－47　アベノグランドハイツ A－101
　TEL 06－6654－9010　FAX 06－6654－9105



●事務局スタッフ
ガバナー
地区代表幹事
地区副代表幹事
事務局長
事務局員

□ガバナー事務所への月信に関するご連絡は、ＦＡＸ
　またはＥ-mail にてお願い致します。
　折り返し、できるだけ早くご連絡致します。

□投稿は原稿（写真付きの場合は一緒に添えて）を掲載
　月の前々月20日までに、事務所必着でお送り下さい。
　原稿はなるべくパソコンでの作成をお願い致します。
　掲載の採否、字数の整理、並びに止むを得ない掲載月
　の変更等につきましては、月信編集委員会にご一任
　下さい。

□物故会員のご連絡は、専用の用紙にてＦＡＸをお願
　い致します。

□今年度の月信につきましては、各クラブ理事・役員・
　事務局・備品用に、各クラブの会員数に応じて部数を
　設定し、無料配布致します。また、ご希望の会員には
　有料（年間2,200円・１冊200円）配布させていただ
　きますので、出来るだけ多くの方のお申込みをお待
　ちしております。

●所在地
〒541－0052
大阪市中央区安土町1－5－11
　　　　  トヤマビル東館６階

●ホームページ
http://www.ri2660.gr.jp/

TEL  06－6264－2660
FAX  06－6264－2661
E-mail  gov@ri2660.gr.jp

●勤務時間
9:30～18:00

●休日
土曜、日曜、祝日

※地下鉄堺筋線 堺筋本町 ⑫番出口すぐ

月信編集委員会

月信編集委員会からのおねがい

泉　 　博朗
川上 　富清
新井 　文三
栗正 　久美
井上 　望美
加茂 　春日
舩橋 美紗子
杉本 亜鶴巳

●ガバナー
●地区代表幹事
●地区副代表幹事
●担当地区幹事
●担当地区幹事
●事務局長

泉　  博朗
川上  富清
新井  文三
澤田  正實
渡邊  純一
栗正  久美

（大阪帝塚山ＲＣ）

（大阪帝塚山ＲＣ）

（大阪帝塚山ＲＣ）

（大阪帝塚山ＲＣ）

（大阪帝塚山ＲＣ）

2014ー2015年度
国際ロータリー 第2660地区

ガバナー事務所のご案内

ガバナー事務所に会議室を
併設しております。
最多 36名
詳細はガバナー事務所まで
お問い合わせください。
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〒541－0052 大阪市中央区安土町1－5－11 トヤマビル東館６階
TEL：06－6264－2660　　FAX：06－6264－2661　　E-mail：gov@ri2660.gr.jp

国際ロータリー 第2660地区

Toyama Bldg. East 6F, 1－5－11 Azuchi-machi, Chuo-ku, Osaka 541－0052 Japan
TEL：＋81－6－6264－2660　　FAX：＋81－6－6264－2661　　E-mail：gov@ri2660.gr.jp
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